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 人口目標は、見直さない（北上市総合計画２０２１‐２０３０の人口目標と整合を図る）。

 社人研の日本の地域別将来人口（2023年推計）を勘案し、北上市の人口の現状分析を時点更新する。

 令和7年度に行う「北上市総合計画2021-2030」の中間年度確認において、今回改訂する人口の現状分析
を踏まえた課題を整理するとともに、人口減少社会におけるまちのあり方を議論し、後期５年のアクションプ
ランに反映させる。

人口ビジョンの改訂にあたって

1

 北上市人口ビジョンは、本市独自のまちづくり及び適切な行財政経営を長期的に進めるうえでの基礎データ
として位置付ける。

 「まち・ひと・しごと創生法」において、市町村がまち・ひと・しごと創生に関する目標や施策に関する基本的方
向等を総合戦略として定めることが努力義務とされたことを受け、国の長期ビジョン及び総合戦略を勘案し
つつ2016年に「人口ビジョン」及び「総合戦略」を策定。

 市政の最上位計画である「北上市総合計画2021-2030」の策定に先立ち、2020年3月に「人口ビジョン」
を改訂（「総合戦略」は「総合計画2021-2030」と一本化）

＜人口ビジョン（2020年（R2年）改訂版）＞

対象期間：2060年まで（国の長期ビジョン期間を基本）

人口目標：2030年 約94,300人 ←「北上市総合計画2021-2030」の将来人口目標
2040年 約88,900人
2060年 約72,800人

人口ビジョン策定の目的と経緯

今回改訂のポイント



人口ビジョンの検証
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将来人口推計に係る条件
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H30（2018）
社人研

R5（2023）
社人研

R2（2020）
北上市人口ビジョン

基準人口
• 2015年国勢調査 • 2020年国勢調査 • 2015年国勢調査

生存率

• 55-59歳→60-64歳以下
⇒都道府県別の将来の生存率を
市町村の仮定値として設定

• 60-64歳→65-69歳以上
⇒都道府県と市区町村の生存率の
較差を利用して市町村の仮定値を
設定

• 左に同じ • 左に同じ

移動率

• 国勢調査の実績値
①2010-2015

• 国勢調査における過去3期の実績
の平均値

①2005-2010年
②2010-2015年
③2015-2020年

• H30社人研推計をベースに、特殊
要因として企業進出に伴う人口増
を加算

2030年までの雇用計画7,000人×
市内居住率0.5×世帯人員1.5＝社
会増5,250人

出生に関する
仮定値

• 子ども女性比
0-4歳人口の15-49歳女性人口
に対する比

• 子ども女性比
0-4歳人口の20-44歳女性人口
に対する比

・出生率

2050年1.60、2045年までにに
1.70に到達するよう段階的に引き上
げ、以降は1.70で一定



76,633 

80,248 

82,902 

87,969 

91,501 

94,321 94,321 93,511 
94,503 94,298 94,281 

91,900 

88,853 

85,250 

81,401 

77,262 

72,777 

67,938 

92,373 
90,511 

88,167 

85,374 

82,032 

78,233 

74,271 

70,062 

65,585 

60,904 

93,045 

91,699 

88,585 
85,305 

81,822 

78,082 

73,926 

69,393 

64,532 

59,406 

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065

R2（2020）人口ビジョン(2020～推計）

H30（2018）社人研(2020～推計）

R5（2023）社人研（2025～推計）

R2人口ビジョンと新たな社人研推計

4

図表1 総人口の推移

資料≫北上市人口ビジョン（令和2年改訂版）、 社人研「日本の地域別将来推計人口（平成３
０年推計）、社人研「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）

R2人口ビジョンにおける目標人口は、2060年で72,800人を掲げている。

北上市の人口は、2020年10月1日現在で目標を概ね1000人下回って推移している。

2023年12月に公表された国立社会保障・人口問題研究所の地域別推計（R５社人研推計）では、2060年に64,532人（R2人口ビジョ

ンと比較し約8千人下回る）となる推計結果が示された。
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図表2 年齢３区分別人口の推移

＜ R5社人研推計 ＞
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＜ R2人口ビジョン ＞

年齢構成別では、R５社人研推計ではR２人口ビジョンと比較し、年少人口（０－１４歳）と生産年齢人口（１５－６４歳）が大幅に下回る推計

結果が示された。
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図表3-1 社会増減の推移比較（R2人口ビジョンと実績）

資料≫岩手県人口移動報告年報

図表3-2 自然増減の推移比較（R２人口ビジョンと実績）
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社会増減の推移では、R2人口ビジョンでは２０２０年までに概ね２５００人の社会増を見込んでいたが、実績は６２６人の社会増と想定を

大きく下回っている。

自然増減の推移では、R2人口ビジョンでは２０２０年までに概ね1500人の自然減を見込んでいたが、実績は１９７１人の自然減と想定を

上回っている。
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図表4 新たな社人研推計を踏まえたR6独自推計

R6独自推計・・・出生率は、直近3年（2019-2021年）の平均 1.34 が継続すると仮定。

※出生率以外は社人研に準拠（特殊要因による人口増を考慮しない）



新たな社人研推計を踏まえたR6独自推計

図表4 新たな社人研推計を踏まえたR6独自推計（年齢３区分別人口の推移）
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※端数処理の関係で年齢3区分別の合計と人口総数が一致しない場合がある



現状分析

総括
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統計データから見る現状分析（総括）
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2023年までの総人口の推移は、R2人口ビジョンの想定を下回っている

自然動態要因 → 出生数が低下

社会動態要因 → 移動数は企業進出等に伴う雇用計画を見込んだ想定を下回っている

 R2人口ビジョンでは、人口維持のために出生率の上昇を狙い、2025年に1.60、20年間で0.1上昇し、
2045年に1.70に到達することを目指しているが、合計特殊出生率、出生数とも低下している。

 出生数の減少要因として、20～30歳代女性の減少、女性の未婚率の増加、20歳代母親の出生率低下、第1
児・第2児出生率の低下が上げられる。

 移動数は、企業進出等による雇用増の特殊要因から、R2人口ビジョンでは2030年までに６千人ほどの社会
増を見込んでいたが、2023年までの流入人口の実績は想定を下回っている。

 社会増減の推移を見ると、基幹産業である製造業の景気動向の影響を大きく受けていることが見て取れる。
想定を下回るものの2018年以降は流入超過となっていたが、日本人は2023年に流出超過に転じた。外国
人は増加傾向となっており、全国的な人手不足の影響が見られる。

 子育て世代の流入超過は、市内に良質な働く場があることで流入超過になっているものと考えられ、産業振
興施策の賜物。ただし、男女別にみると、女性は就職期に一定数のUターンがあるとみられるものの、進学期
に生じた流出ほどの大きさではないため、進学と就職を通じてトータルでは流出超過となっている。

 流入元自治体の人口も減少していること、全国的に人手不足が懸念されていること、外国人の転入は国内外
の経済動向や為替レートなどに大きな影響を受けやすいこと等により、今後もこれまでと同様に20～30歳
代の流入超過が続くことを期待するのは厳しい状況。

 人口維持のために、今後は出生数の増加により力を入れていくことが必要。そのためには、次の3つの視点か
ら施策を検討する必要がある。
①若年女性の人口維持（就学期・就職期・結婚出産期の流出減、流入促進・定着）
②未婚率を下げる（出会いの機会を増やす、経済的ハードルを下げる（所得向上、新生活への不安の払拭））
③有配偶女性の子どもの数を増やす（希望する子ども数を産み育てられる環境づくり）



現状分析

総人口
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総人口の推移
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図表5-2 北上市・岩手県・全国の人口増加率の推移（1980年を基準）

資料≫総務省「国勢調査」
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図表5-1 総人口の推移

北上市の総人口のピークは２００５年。

活発な企業誘致による雇用増などの影響により２０１５年に増

加に転じるものの、２０２０年に再び減少。

全国的な少子高齢化による人口減少社会にあるなか、北上市

の人口増加率は全国や岩手県と比較し高い水準で推移してい

る。
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図6-1 年齢３区分別人口の推移

資料≫RESAS・2020年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2025年以降は「国
立社会保障・人口問題研究所」のデータ（令和5年12月公表）に基づく推計値。
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年齢構成別では、年少人口（０－１４歳）と生産年齢人口（１５－６４歳）の減少傾向が続いている。

人口構成比における老年人口（６５歳以上）の割合が高まっており、２０２０年には２７．７％となった。

図6-2 年齢３区分別人口比率の推移



人口ピラミッドの推移
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図表7 人口ピラミッド２０２０ー２０５０比較

1697
2019

2195
2203
1985

2267
2615

3016
3635

4017
3227
3041
2861

3102
2792

1878
1474

873
435

1617
1834
2058
2016

1699
1918

2229
2742

3187
3317

2900
2730
2785

3300
3238

2595
2308

1852
1391

0-4
5-9
10-14
15-19
20-24
25-29
30-34
35-39
40-44
45-49
50-54
55-59
60-64
65-69
70-74
75-79
80-84
85-89
90-

２０２０年 男性 女性

資料≫RESAS・総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推
計人口」
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老年人口（65歳以上）は、 2020年から2045年にかけて17.8%増加する見込み。

年少人口（0歳〜14歳）は27%、生産年齢人口（15歳〜64歳）は、2020年から2045年にかけて26.1%減少する可能性がある。
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図表8-1 人口動態の推移

資料≫岩手県人口移動報告年報

活発な経済活動による雇用増の影響等により近年は社会増の傾向が続いていたが、出生数の減少及び死亡数の増加による自然減が人口

減少の原因となっている。
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図表8-2 自然増減・社会増減の推移

資料≫岩手県人口移動報告年報

社会増減は、地域経済の景況の影響を大きく受けている。近年は社会増の傾向が続いていたが、日本人は2023年に流出超過に転じた。

外国人は増加傾向となっている。

自然増減は、２０１０年に自然減に転じて以降、自然減の数が増加している。

2008年
リーマンショック

2011年
東日本大震災

2017年
キオクシア岩手
立地決定

2020年
キオクシア岩手
第1製造棟稼働



現状分析

自然動態
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合計特殊出生率の国・県・近隣市比較
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図表9-1-1 合計特殊出生率の推移

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

北上市 1.53 1.62 1.51 1.55 1.51 1.64 1.59 1.54 1.49 1.57 1.40 1.41 1.28 1.33

全国 1.37 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43 1.42 1.45 1.44 1.43 1.42 1.36 1.33 1.30

県 1.39 1.37 1.46 1.41 1.44 1.46 1.44 1.49 1.45 1.47 1.40 1.34 1.32 1.31
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資料≫岩手県環境保健研究センター「人口動態統計データ」

図表9-1-2 合計特殊出生率の推移（県内他市との比較）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

北上市 1.53 1.62 1.51 1.55 1.51 1.64 1.59 1.54 1.49 1.57 1.40 1.41 1.28 1.33

花巻市 1.51 1.37 1.39 1.40 1.38 1.46 1.49 1.44 1.38 1.47 1.41 1.29 1.29 1.25

奥州市 1.64 1.54 1.59 1.56 1.58 1.64 1.49 1.60 1.51 1.59 1.49 1.41 1.41 1.39

盛岡市 1.26 1.29 1.32 1.30 1.32 1.33 1.32 1.38 1.36 1.35 1.29 1.28 1.28 1.34
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奥州市 盛岡市

北上市の合計特殊出生率（一人の女性が一生に産む子どもの平均人数）は減少傾向で、2020年には1.28と過去最低値を記録。

人口置換水準（人口が増加も減少もしない均衡した状態となる合計特殊出生率の水準）とされる2.07を大きく下回る水準で推移してい

る。
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出生数と合計特殊出生率の推移
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図表9-2 出生数と後継特殊出生率の推移

資料≫岩手県環境保健研究センター「人口動態統計データ」

合計特殊出生率は2021年に1.33に回復したものの、出生数は減少している。



参考：合計特殊出生率の算出方法
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合計特殊出生率≫15～49歳までの女子の年齢別出生率を合計したもので、1人の女子が仮にその年次の年齢別出生率で一生の間

に生むとしたときの子どもの数に相当する。

合計特殊出生率 ＝

年齢別女子人口

母の年齢別出生数

15～49歳までの合計

合計特殊出生率計算式の分母には、未婚や既婚無子の女性も含む。

⇒ 出生率低下要因が、①未婚者割合の増加 ②既婚者のもつ子供の数 のいずれか（もしくばどちらもなのか）検証が必要。

また、15～49歳女性の人口が減少すれば出生率は上昇する。

⇒ 出生率だけでは現状を見誤る。子どもの数が維持できているかが重要。

X歳 未婚女性

10人

X歳 既婚女性

10人

X歳 女性の

出生数 ５人

X歳出生率

5/20＝0.25

X歳 未婚女性

20人

X歳 既婚女性

10人

X歳 女性の

出生数 ５人

X歳出生率

5/30＝0.17 ↓

※日本は婚外子比率が2％程度低位で推移

（例） 出生率低下要因が未婚者割合の増加の場合



15-49歳女性人口
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図表9-3-1 15-4９歳女性人口

資料≫国勢調査

図表9-3-２ １５-4９歳女性人口の割合
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年齢別女性人口では、20代、30代の人口が減少、40代の人口が増加している
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配偶関係別15-49歳女性人口と合計特殊出生率の関係
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図表9-4-1 15-49歳女性人口（配偶関係別）

資料≫総務省「国勢調査」、岩手県環境保健研究センター「人口動態統計データ」

図表9-4-2 15-49歳女性の有配偶率・未婚率
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図表9-4-3 有配偶出生率（有配偶女子千人対）
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資料≫総務省「国勢調査」、岩手県環境保健研究センター「人口
動態統計データ」、厚生労働省「人口動態統計特殊報告」

資料≫総務省「国勢調査」

※1 有配偶出生率＝（嫡出出生数）/（15～49歳有配偶女子人口）*1000

※2 嫡出出生数＝（北上市の総出生数）×（全国の嫡出出生割合）

配偶関係別の15-49歳女性人口割合では、未婚割合が上昇し、

有配偶割合が減少。

合計特殊出生率と有配偶出生率はほぼ正の相関関係にある。

北上市の出生率の低下は、①未婚率の増加、②有配偶出生率

の低下 が要因とみられる。



15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49

北上市 3.1 37.4 83.9 87.1 46.0 8.9 0.3

全国 2.5 22.7 74.5 97.6 55.4 12.0 0.3

県 1.9 32.3 85.9 88.0 44.9 9.8 0.2
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母親の年齢階級別出生率
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図表9-5-1 母親の年齢別出生率（女性人口千人対、ベイズ推定値2018-
2022）

資料≫人口動態保健所・市区町村別統計

15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49

2003-2007 5.9 73.5 112.3 86.9 37.7 4.5 0.1

2008-2012 4.2 62 108 83.7 43.6 7.4 0.1

2013-2017 3.1 51.8 104.0 95.8 46.3 8.8 0.3

2018-2022 1.8 33.8 87.8 86.1 42.2 9.6 0.3

0.0

20.0

40.0
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80.0

100.0

120.0
2003-2007
2008-2012
2013-2017
2018-2022

図表9-5-２ 母親の年齢別出生率の推移（女性人口千人対、ベイズ推定値）

母親の年齢別出生率を全国と比較すると、20代が高く、30代が低い水準となっている。

2003-2007年から2018-2022年の母親の年齢別出生率の推移では、20代の出生率が大きく減少している。



出生順位別の出生率
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図表9-6 出生順位別の出生率

資料≫国勢調査、岩手県環境保健研究センター「人口動態統計データ」

第１児 第２児 第３児 第４児 第５児

2010 19.5 15.1 6.5 1.4 0.5

2015 19.3 14.3 5.6 1.2 0.4

2020 14.1 11.8 5.5 1.1 0.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0
2010 2015 2020

出生順位別の出生率の推移では、第1子、第2子の出生率が減少している。



参考：未婚者の結婚に関する考え方（全国）
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＜30代＞

＜40代＞
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図表10-1 未婚女性の結婚に関する考え方（全国）

資料≫社人研「出生動向基本調査）
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図表10-2 未婚男性の結婚に関する考え方（全国）
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未婚者の結婚に関する考え方では、男女ともに20代、30代、40代のすべての年代で「一生結婚するつもりはない」と回答した人の割合

が増加傾向にある。
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参考：出産に関する意識（東北）
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図表11-1 未婚女性（結婚の意志あり）の希望子ども数の割合（東北ブロック）

図表11-2 夫婦（妻50歳未満）の理想子ども数の割合（東北ブロック）
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図表11-3 夫婦（妻45-49歳）の出生子ども数の割合（東北ブロック）

資料≫社人研「出生動向基本調査」
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出産に関する意識では、未婚女性で希望子ども数を「0人」とし

た人の割合が増えている。

夫婦では、2015年に理想子ども数が「2人」が「3人」を上回っ

た。出生子ども数では「2人」の割合が高いが、「1人」の割合が

大幅に増加している。



現状分析

社会動態
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社会増減の推移
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図表12 社会増減の推移 ※日本人のみ

資料≫岩手県人口移動報告年報

2008年のリーマンショックに端を発する世界的な大不況の影響により、2009年に大幅な転出超過となったものの、自動車・半導体企業

の集積により、2018年以降は社会増に転じた。

2023年の社会減は、半導体市場の冷え込みが影響しているとみられる。

2012年
金ケ崎町にトヨタ自
動車東日本立地

2008年
リーマンショック

2011年
東日本大震災

2017年
キオクシア岩手
立地決定

2020年
キオクシア岩手
第1製造棟稼働



年齢別転入超過数の推移
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図表13-1 年齢別転出入超過数の推移 ※日本人のみ

資料≫総務省「住民基本台帳人口移動報告」
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年齢別転出入超過数の推移では、25-34歳の結婚・出産期、35-44歳の子育て期で転入超過となっている。

15-19歳の進学期で転出超過の状況が続いているが、転出超過数は減少傾向となっている。

45-64歳では転入超過の状況が続いていたが、2022年に転出超過に転じている。



15歳～44歳の転入超過数の推移
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図表13-2 男女別転入超過数 ※日本人のみ

資料≫総務省「住民基本台帳人口移動報告」
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年齢別転出入超過数の推移を男女別にみると、男性の15-19歳の進学期の転出超過数が減少傾向にあり、2023年には転入超過に転じ

た。

20-24歳の就職期で、男性では近年転入超過が続いている一方、女性は転出超過が続いている。
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年齢階級別純移動数の時系列分析
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資料≫RESAS・総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」

図表14 年齢階級別純移動数の時系列分析
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年齢階級別純移動数の時系列分析では、男性は就職期に大幅な社会増となっているのに対し、女性は進学期に流出したほどの人口が就

職期に戻っておらず、進学期と就職期を通じて社会減となっている。



地域別社会移動の状況
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図表15-1 地域別社会移動の状況（2023年、上位20地域）

資料≫RESAS・総務省「住民基本台帳人口移動報告」
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図表15-2 地域別転入超過の推移（2023年の社会移動上位5地域）

地域別社会移動の状況では、近隣自治体に加えて盛岡市、仙台市、四日市市との間での移動が多い。

転入超過の推移を見ると、県内自治体からは転入超過の傾向、仙台市に対しては転出超過の状況が続いている。



現状分析

外国人
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在留外国人の国籍別人口の推移
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図表16 在留外国人の国籍別人口の推移

資料≫法務省「在留資格統計」（各年12月）

外国人人口は増加傾向となっている。

国籍別ではベトナム国籍の人口が最も多く、2019年以降はインドネシア国籍の人口が増加している。
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図表17 在留外国人の在留資格別人口の推移

資料≫法務省「在留資格統計」（各年12月）
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※1 「一般ビザ」には、在留資格「文化活動」、「留学」、「研修」、「家族滞在」が含まれる。
※2 「身分に基づく在留資格」には、「永住者」、「日本人の配偶者等」、「永住者の配偶者等」、「定住者」、「特別永住者」が含まれる。

在留資格別では、「技能実習」が最も多い。コロナ禍で一時減少したが、2023年に大幅に増加している。

経済活動の活発化と深刻な人手不足の状況を反映し、2022年以降に「特定技能」が急増している。
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図表18 世帯数の推移

図表19-1 一般家庭の家族類型別世帯数の推移
図表19-2 65歳以上単独世帯の推移

資料≫総務省「国勢調査」

世帯数は増加、世帯当たり人員は減少している。

家族類型別世帯数では、単独世帯が大幅に増加している。

65歳以上単独世帯が大幅に増加しており、2020年では世帯

数全体の約1割を占めている。
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労働力率

39

図表20-1 15歳以上労働力状態の推移

図表20-2 男女別、年齢階層別の労働力率（2020年）
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資料≫総務省「国勢調査」
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労働力率は、2010年を境に増加に転じている。

男性の労働力率は、20代後半から50代までで90％を超える

高い水準となっている。

女性の労働力率は、20代から50代前半までで80％を超えて

いる。M字カーブがほぼ台形に近い要因として、①女性が継続

的に働くようになったことや、②晩婚化などによって、独身者

や子どものいない既婚者の労働力の割合が増加したことが考

えられる。
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図表21-1 昼夜間人口比率の推移

※昼夜間人口比率＝昼間人口÷夜間人口×100

図表21-3 自治体別の北上市への通勤者数（上位6自治体）図表21-2 流入人口と流出人口（2020年、流入人口上位10自治体）

資料≫総務省「国勢調査」

※「流入人口」は他自治体から北上市へ通勤、「流出人口」北上市から他自
治体へ通勤

昼夜間人口は増加傾向にあり、2020年には105.7と過去最

高を記録した。

北上市に通勤する人が最も多い自治体は花巻市で、2020年

で6207人で、流入人口も3281人と最も多い。

近隣自治体から北上市への通勤者数は増加傾向にあり、産業

集積による雇用増化等の影響が見られる。
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資料≫総務省「国勢調査」

第1次産業の就業者数は大幅に減少、第2次産業と第3次産業の就業者数は増加している。
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図表23-1 産業大分類別就業者数及び特化係数（2021年）

資料≫RESAS・総務省・経済産業省「経済センサス活動調査」

産業大分類別就業者数では、「製造業」が突出して多く、次いで「卸売業、小売業」、「サービス業（他に分類されないもの）」、「医療、福祉」、

「運輸業、郵便業」、「建設業」となっている。
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図表23-2 男女別、産業大分類別就業者数（2016年、2021年）

資料≫RESAS・総務省・経済産業省「経済センサス活動調査」
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男女別では、男性は製造業が突出して多い。

女性は、「製造業」も多いが、「卸売業、小売業」、「宿泊業、飲食サービス業」、「医療、福祉」等の第3次産業が多い。
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市民生活

人口減少や人口密度の低下により、民間の生活関連サービスの撤退と集約化が進み、買い物や金融機関等、生活必需サービスにアク
セスできない市民が発生する。

人口減少及び高齢化の進行により、住民の共助により維持してきた防犯、交通安全、防災、見守り、ボランティア等の活動の実施が困
難になる。

人口減少及び高齢化の進行、住民間のつながりの希薄化により、従来の自治会活動の維持が困難になる。

担い手不足や資金不足などにより、運動会や祭りなどの地域行事の継続が困難になる。

地域（行政区）の人口規模の差が大きくなり、人口減少地域では、「各地域（行政区）から○人推薦」というような役割分担が困難とな
る。

後期高齢者の世代交代により、80代でもスマートフォンを日常的に利用できる高齢者が増加し、生活支援サービス提供の選択肢の
幅が広がる。

高齢者単身世帯の増加に伴い、孤立・孤独を背景とした消費者被害の増加が懸念される。また、インターネットを活用した消費行動の
増加により、より複雑化した消費者相談が増加する。

人口密度の低下により、ごみの収集効率が低下する。高齢者単身世帯等でごみ出しが難しくなる世帯が増加するほか、住民の協力で
行ってきた集積所の管理・清掃が困難になる。

1
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9

増加し続ける外国人住民との対話機会の不足により、地域コミュニティとの摩擦が生じる。５
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子育て・教育環境

人口減少及び世帯規模の縮小により、インフォーマル資源のみでの子育てが困難になるケースが増加し、支援ニーズはより細分化す
る。

子どもの数の減少により、人とのつながり・関係性を育むことが困難な環境（教育・保育の小規模化、学校行事の縮小、子供会活動の
廃止等）におかれる子どもが増加する。

生徒数の減少により、県立高校の統廃合が進む。一方、全国をエリアとした通信制や単位高校の増加により、高等学校の選択肢が広
がる。

主要分野で生じることが想定される変化

人口減少による財源の不足から、教育施設の建て替え等の施設整備が遅れ、教育環境の質が低下する。

学校の統廃合によるスクールバスの運行経路の拡大や、通学に係る保護者負担が増加する。

在留外国人が扶養する児童や生徒が増加し、日本語指導や保護者の相談支援、進路指導等のニーズが多様化する。

部活動は、児童生徒数の減少により単独校での実施が減少し、それに伴い地区大会の縮小（または廃止、他地区との大会統合）する。
また、競技人口の減少により、各競技の指導者や支える人材の確保が困難になる。

担い手の不足により、地域で継承してきた民俗芸能や文化財の保存等が困難になる。
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図書館、博物館、鬼の館等の社会教育施設は、人口減少により利用者数の減少が見込まれるが、社会の多様性と持続可能性を育み、
地域活力の向上に寄与することが一層求められる。

15歳未満の年少人口の減少により、保育園・幼稚園・認定こども園・学童保育所・給食センター・障がい児支援施設等の施設数や規模
が過大になる。

９

10
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医療・福祉・介護

医師不足により、長年地域医療を支えてきたクリニックの閉院や総合病院の統廃合が加速する。

在留外国人の増加に伴い、外国人患者が医療機関を受診する機会が増加する。

高齢化の進展により、複数の慢性疾患に罹患する「他疾患併存」状態にある高齢者が増加し、医療費や介護給付費が増大する。

主要分野で生じることが想定される変化

老年人口の増加や平均寿命の延伸による社会保障費の急激な伸びに備え、健康寿命延伸のための施策の重要性が高まる。

老年人口の増加により介護サービスのニーズの増加が見込まれるが、介護人材の不足により必要な介護サービスが提供できない事
業所が発生する。

老年人口は2045年をピークに減少が推計されることから、介護サービスの施設・事業所の整備については、過剰供給とならないよ
う、慎重な検討を要する。

単身世帯の増加により、共にいながら心理的な相談に対応する情緒的機能を持つ人が減少する。高齢者の孤立や孤独死の増加が懸
念され、高齢者の生活支援ニーズの増加や、地域の見守りの必要性が高まる。

生産年齢人口の減少や、70歳定年延長を実施する企業が増加し高齢者も働き続ける人が増えることが見込まれるため、ボランティ
ア活動の担い手が不足する。
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産業・労働

労働力不足に対応するため、外国人労働者の受入れや高齢者の労働市場への参画拡大など、労働市場の一層の多様化が進む。働き
方を含めた労働環境の変化への対応が遅れた場合、労働力の確保が困難になる。

労働力不足に対応するため、企業は生産性向上の取組が一層進むほか、職種転換に向けたリスキリングの需要も増加する。

人手不足や後継者の不在を原因とした廃業の増加、サービスの低下が見込まれる。また、人員を配置して提供できるサービスが限定
される。

主要分野で生じることが想定される変化

工業分野では、労働力不足による人件費高騰等の影響で製造コストが上昇する可能性があり、競争力を維持するために、国内での拠
点再編にとどまらず、グローバルなサプライチェーンの見直しも想定される。

少子高齢化により、若年層向けの商品やサービスの需要が減少するなど、各年齢層向けの消費市場についても変化する。人口減少に
よる国内市場の縮小を補うため、海外市場への進出等、企業のグローバル化が進む。

人口減に伴う需要の減少により、小売業界では売り上げ低下が想定されるほか、同業サービスの競争が激化する。

観光分野では、人口減により国内旅行の需要が減少し、観光関連産業での消費や雇用を維持するためには、インバウンド需要を取り
込む必要性が高まる。

農業分野では、高齢化や後継者不足により離農が増加する。担い手農業者では機械化、大規模化、法人化が進む。離農農家と担い手
のマッチングが進まない場合、耕作放棄地の増加や農業生産量の減少が進む。
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林業分野では、労働力不足と担い手の高齢化により技術継承が困難になり、森林整備が滞る。これにより、森林の荒廃や山火事・土
砂災害のリスクが高まる。木材の安定価格での安定供給が困難になり、国産木材の競争力が低下する。

9
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空間管理、治安・防災

管理が行き届かない空き家や未利用地の増加により、周辺住民の生活環境への悪影響や、景観と治安の悪化が懸念される。

住民の減少及び高齢化の進行により、地域住民が個人や地域共同体で管理できる農地や共有地の面積が限定される。

地域防災の要である消防団や自主防災組織の担い手が不足し、地域防災力や共助が低下する。

主要分野で生じることが想定される変化

狩猟者の減少と、地域住民による草刈り等が行き届かなくなることにより、鳥獣による人的・物的被害が増加する。

地域住民の減少により除排雪が行き届かなくなり、冬季間に孤立する世帯が出る。
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インフラ・公共交通

大幅な人口減少により、インフラ資産のニーズの全体的な縮小が見込まれ、公共施設の保有量が過大となる。人口密度の低下や利用
者の減少により、想定していたインフラ整備による便益が見込めなくなる。

インフラの維持管理に必要な財源や人材の確保が難しくなり、管理不全のリスクが高まる。現有の公共施設を保有した場合、市民一
人当たりの修繕費用が増額する。

現在のインフラを維持できなくなり、拠点への集約が必要となることから、都市拠点形成の重要性が一層高まる。

主要分野で生じることが想定される変化

再開発事業を実施する際に、事業収支を合わせるために分譲マンションを用いることが多いが、購入する層が減少することから、再
開発事業が成り立たなくなり、老朽化した建物を除去することが難しくなる。

市単独の公共施設の維持が困難となり、公的機能を備えた民間施設の整備、または公共施設への民間サービスの同居が進む。

地域における拠点機能の維持が難しくなり、地域で対応できる機能が少なくなっていくことが想定される。

高齢者の増加に伴う免許返納者の増加により、移動手段の確保が必要な高齢者が増加する。公共交通の撤退などによる移動制約に
より、生活上・健康上の困難を抱える人が増加する。

新たな移動手段として、シェアリングサービスや自動運転の可能性実験等が進む可能性がある。

1

2

3

4

5

6

８

９

住居や拠点機能が発散しているところに加え人口減少により一定の人口密度を維持できなくなることや、運転手などの労働力不足
により、鉄道、バス、タクシーなどの公共交通の維持が困難になることが想定される。

7

移動制約の困難を解消するため、医療・行政手続・金融等のオンラインサービスが普及・浸透する。10
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行財政

人口減少による所得や地価の下落により各税目において税収が減少する一方、高齢化が更に進むことから扶助費等が増加し、財政
の硬直化が一層進行する。それにより、住民にとって選択的な公共サービスの縮小が進む。

人口減少や人口密度の低下が進む地域の公共的なインフラの存続・維持について、納税者の受益と負担の納得感が得られない。

主要分野で生じることが想定される変化

コミュニティの関係の希薄化や自治会活動の衰退により、住民による共助で支えてきた活動が縮小・消滅することで、公助コストが増
加する。

労働者人口が減少し、市職員の人材確保が困難となる。特に技術職・専門職の人手不足がより深刻化し、スキルやノウハウの継承が
困難となる。

職員数が減少する一方、高齢化に伴って社会保障分野や保険分野での行政ニーズが高まることが予想されることから、職員一人あ
たりの業務負担の増加する。職員の慢性的な不足により、大規模災害等のイレギュラーケース対応が困難となる。

受益者の減少により、設備の更新や、受益者負担額を据え置いてのサービス提供が困難となる。

住民自治組織が担ってきた公共的サービスを住民が担うことが困難になり、市が直接担うのかサービスを縮小・廃止するかの選択を
迫られる。

1

2

3

4

5

6

7

8
自治体、官公庁でも人手不足に対応するため、AIやロボット技術の導入が進む。業務理解に加え、デジタルリテラシーと推進力を持
つ人材が一層求められる。

９ 議員のなり手の減少や、選挙が無投票になることで議員が固定化し、多様性が確保できなくなる。



資料編 地区別分析

16地区別 現状分析
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16地区別の人口増減率の推移

図表24-1 16地区別の人口増減率（2011年を基準）
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16地区別の人口、世帯数の推移

図表24-2 16地区別の人口と世帯数の推移

黒沢尻北

12,189 12,362 12,468 12,378 12,649 12,890 12,945 

4,741 4,914 5,051 5,187 5,496 
5,942 6,118 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

4,000

8,000

12,000

16,000

2011 2013 2015 2017 2019 2021 2023

総人口 世帯数

（人） （世帯）

黒沢尻西

9,041 9,117 9,097 9,051 9,074 9,198 9,243 

4,090 4,215 4,364 4,412 4,563 4,833 4,966 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

4,000

8,000

12,000

16,000

2011 2013 2015 2017 2019 2021 2023

総人口 世帯数

（人） （世帯）

黒沢尻東

11,242 11,554 11,796 11,970 12,079 12,241 12,125 

4,825 5,009 5,174 5,334 5,484 5,715 5,817 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

4,000

8,000

12,000

16,000

2011 2013 2015 2017 2019 2021 2023

総人口 世帯数

（人） （世帯）

立花

2,130 2,049 2,063 2,003 1,954 1,959 1,919 

756 743 770 771 784 814 821 

0

400

800

1,200

1,600

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2011 2013 2015 2017 2019 2021 2023

総人口 世帯数

（人） （世帯）

54



16地区別の人口、世帯数の推移

飯豊
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16地区別の人口、世帯数の推移
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16地区別の人口、世帯数の推移

江釣子
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16地区別の高齢化率の推移

図表24-3 16地区別の高齢化率の推移（2011年を基準）
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16地区別の年齢3区分別人口の推移

図表24-4 16地区別の年齢3区分別人口の推移
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16地区別の年齢3区分別人口の推移
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16地区別の年齢3区分別人口の推移
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16地区別の年齢3区分別人口の推移
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16地区別の自然増減

図表25-1 16地区別の自然増減（2010年1月～2022年12月の累計）
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16地区別の社会増減

図表25-2 16地区別の社会増減（2010年1月～2022年12月の累計）
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資料編 地区別分析

16地区別 将来人口推計
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16地区別の将来人口推計に係る条件

R2推計 R6推計

基準人口

• 2019年9月末時点住民基本台帳 • 2023年9月末時点住民基本台帳

生存率

• R5社人研で設定した市町村ごとの生存率の仮定
値を準用

移動率

• 地区別の各年人口実績に生存率を乗じて翌年の
+1歳人口実績との差を用いて、毎年度の性別・年
齢ごとの純移動率を算出。

• 純移動率を基にした性別・年齢ごとの変化率の
10年間実績平均を用い、同じ率で推移すると仮
定。

• 地区別の男女別・5歳階級別人口に関する2012
年→2017年、2017年→2022年の2期の純移
動数（転入超過数）を、期首（2012年、2017年）
の男女別・5歳階級別人口で割り、2期それぞれの
純移動率を算出。

• 2期の純移動率の平均を用い、同じ率で推移する
と仮定。

出生に関する仮定値

・地区別の各年0歳人口と25-39歳女性人口の割
合（女性こども比）の10年間実績平均を用い、同じ率
で推移すると仮定。

• 地区別の各年0-4歳人口と20-44歳女性人口の
割合（子ども女性比）の10年間実績平均を用い、
同じ率で推移すると仮定。
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16地区別の将来人口推計
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図表26 16地区別の将来人口推計

67



16地区別の年齢3区分別人口推計

図表27 16地区別の年齢3区分別人口推移

1,696 1,478 1,364 1,187 1,039 

8,202 8,075 
6,949 6,113 5,314 

3,047 3,304 
3,900 

4,116 
4,013 

12,945 12,857 
12,213 

11,417 
10,366 

0

5,000

10,000

15,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

黒沢尻北

（人）

68

1,592 1,260 1,220 1,107 940 

7,626 7,324 
6,078 5,263 4,762 

2,907 3,179 
3,825 

3,963 
3,562 

12,125 11,763 11,124 
10,333 

9,264 

0

5,000

10,000

15,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

黒沢尻東

（人）

974 876 757 614 527 

5,940 5,781 4,855 4,057 3,223 

2,329 2,411 
2,819 

3,012 
2,995 

9,243 9,068 8,431 
7,682 

6,745 

0

5,000

10,000

15,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

黒沢尻西

（人）

189 123 90 91 75 

995 
839 

647 516 444 

735 
674 

638 
547 

432 

1,919 
1,635 

1,375 
1,154 

951 

0

1,000

2,000

3,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

立花

（人）



16地区別の年齢3区分別人口推計

1,265 1,064 960 814 686 

7,019 6,547 5,508 4,744 3,954 

2,924 3,150 
3,499 

3,487 
3,325 

11,208 10,761 
9,968 

9,045 
7,965 

0

5,000

10,000

15,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

飯豊

（人）

69

412 291 249 233 194 

1,955 1,767 1,477 1,227 1,089 

1,064 
1,056 

1,068 
1,028 875 

3,431 
3,114 

2,794 
2,488 

2,159 

0

2,000

4,000

6,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

二子

（人）

72 31 36 32 22 

421 
331 229 185 163 

477 

377 
317 

237 
166 

970 

739 

582 

454 
350 

0

400

800

1,200

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

更木

（人）

75 41 33 28 20 

461 
375 

270 196 170 

345 

317 
308 

269 
196 

881 

733 
610 

493 
386 

0

400

800

1,200

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

黒岩

（人）



16地区別の年齢3区分別人口推計

62 41 37 28 18 

602 
461 

331 247 184 

625 

504 

414 
325 

254 

1,289 

1,005 

782 

600 
456 

0

500

1,000

1,500

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

口内

（人）

70

76 59 55 55 48 

358 318 262 214 209 

324 
269 

232 
201 156 

758 
646 

549 
470 

413 

0

400

800

1,200

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

稲瀬

（人）

906 685 679 605 505 

4,892 4,420 3,552 3,027 2,689 

2,135 
2,290 

2,571 
2,516 

2,188 

7,933 
7,395 

6,801 
6,149 

5,382 

0

4,000

8,000

12,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

相去

（人）

745 557 523 502 438 

3,416 3,237 2,753 2,336 2,049 

1,484 1,605 
1,746 

1,777 
1,659 

5,645 5,399 5,022 
4,615 

4,146 

0

3,000

6,000

9,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

鬼柳

（人）



16地区別の年齢3区分別人口推計

1,400 1,295 1,148 996 888 

7,339 6,830 5,921 5,108 4,402 

3,099 3,294 
3,602 

3,695 
3,509 

11,838 11,420 
10,671 

9,798 
8,799 

0

5,000

10,000

15,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

江釣子

（人）

71

292 183 155 134 100 

1,961 
1,541 1,176 886 756 

1,786 
1,581 

1,337 
1,090 

810 

4,039 

3,304 
2,669 

2,110 
1,665 

0

2,000

4,000

6,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

和賀

（人）

188 123 117 99 78 

1,166 
981 

716 589 517 

1,060 

896 
801 

639 
484 

2,414 

1,999 

1,635 
1,327 

1,080 

0

1,000

2,000

3,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

岩崎

（人）

610 387 357 328 266 

2,849 
2,583 

2,099 1,704 1,529 

1,597 
1,566 

1,591 
1,544 

1,285 

5,056 
4,537 

4,047 
3,576 

3,080 

0

2,000

4,000

6,000

2020 2030 2040 2050 2060

0-14歳 15-64歳 65歳以上 総人口

藤根

（人）


	人口ビジョン2025.51
	人口ビジョン2025.52

